
古紙配合率 100％再生紙を使用しています

⑭
国
指
定
文
化
財「
九く

の

り

や

く

し

ノ
里
薬
師
」

九
ノ
里
地
区
に
あ
る
薬
師
寺
の
本

尊
「
銅ど
う
ぞ
う
に
ょ
ら
い
お
よ
び
り
ょ
う
わ
き
じ
ぞ
う

造
如
来
及
両
脇
侍
像
」

は
、
通
称
「
九
ノ
里
薬
師
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
昭
和
60
年
に
国
指
定
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

右み
ぎ
わ
き
じ

脇
侍
の
頭
上
に
化け
ぶ
つ仏
を
安
じ
、
左

脇
侍
が
宝ほ
う
び
ょ
う
瓶
を
持
つ
な
ど
、
高
い
鋳
造

技
術
と
通
常
の
薬
師
三
尊
像
と
異
な
る

姿
か
ら
渡
来
人
が
制
作
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
能
登
名
跡
史
」（
１
７
９
７
年
）
に

も
こ
の
薬
師
三
尊
像
の
記
述
が
あ
り
、

江
戸
時
代
中
期
に
お
い
て
す
で
に
著
名

な
尊
像
で
し
た
。

　
「
九
ノ
里
薬
師
」
は
能
登
に
お
け
る

古
代
仏
教
文
化
、
日
本
の
仏
教
美
術
の

原
点
を
探
る
う
え
で
も
極
め
て
重
要
な

如
来
像
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
に
は
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
で
開
催
さ
れ
た
日
韓
初
期
仏
教
美

術
展
に
北
陸
３
県
を
代
表
し
て
出
展
さ

れ
、
大
変
な
好
評
を
得
ま
し
た
。
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年頭のあいさつ
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生
ま
れ
育
ち
ま
す
。
幸
い
に
も
能
登
町
に
は
海

洋
深
層
水
と
い
う
大
き
な
財
産
が
生
ま
れ
て
お

り
ま
す
。町
の
宝
で
あ
る
こ
の
海
洋
深
層
水
を
、

大
い
に
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
安
全
・
安
心
を
求
め
る
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
安
心

し
て
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
産
物
を
守
っ
て

い
き
、
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

能
登
町
が
持
つ
豊
か
な
財
産
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

熱
意
と
行
動
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

町
財
政
が
苦
し
い
と
き
こ
そ
、
行
政
と
町
民

の
知
恵
と
力
を
結
集
し
た
「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
町
民
の
皆
様
が
少
し
で
も
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に
能
登
町

に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
が
生
ま
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
平
成
18
年
度
か
ら
始
め
た
財

政
再
建
計
画
を
平
成
20
年
度
ま
で
に
達
成
し
、

一
日
で
も
早
く
総
合
計
画
で
描
い
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
健
や
か

で
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

能
登
町
に
な
っ
て
か
ら
早
２
年
目
の
新
年
を

皆
様
と
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
う

れ
し
い
思
い
で
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
は
、
着
実
な
回
復
を
続
け

て
お
り
ま
す
が
、
家
計
部
門
に
ま
で
そ
の
波
が

届
い
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
私
た
ち
が
住
む

能
登
町
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
業
や
中
心
市

街
地
の
商
店
街
な
ど
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
の
財
政
状
況
の
苦
し
さ
は
、
小
泉

内
閣
か
ら
安
倍
内
閣
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し

た
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町

財
政
も
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
改
革
の
進
展
に

よ
っ
て
、
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昨
年
は
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
「
花
・
木
・
鳥
・
魚
」、
能
登

町
民
憲
章
の
制
定
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
能
登
町
第
一
次
総
合

計
画
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
一
歩
一
歩
着
実
に

前
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
か
ら
は
、
豊
か
な
農
水
産
物
が

２０  ０７年

厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り
越
え
て
、行
政

と
町
民
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

今
こ
そ
町
の
将
来
を
見
据
え
、行
政
と

一
体
と
な
っ
て「
町
民
憲
章
」の
実
現
を

援
な
ど
の
政
策
目
標
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
と

し
て
、
新
年
度
予
算
づ
く
り
に
新
政
権
が
ど
こ

ま
で
踏
み
込
ん
で
自
ら
の
存
在
感
を
問
う
の
か

注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
能
登
町
に
目
を
移
し
ま
す
と
、
合
併
し

て
早
1
年
10
カ
月
、
町
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

は
少
子
・
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
行
、
住
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
刻
々
と
変
化
し
て
お
り

ま
す
。
合
併
し
た
と
は
い
え
、
財
政
面
に
お
い

て
も
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
責
任
あ
る
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
の
実
行
が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
町
の
将
来
を
見
据
え
、町
民
・

行
政
・
議
会
が
一
体
化
の
中
で
「
ひ
と
・
く
ら

し
が
輝
く
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
力

を
結
集
し
て
行
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
も
、
新
た
に
20
人
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
行
政
と
一
体
に
な
っ

て
「
町
民
憲
章
」
に
掲
げ
た
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
町
民
の
皆
様
の
ご
期
待

に
応
え
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
の
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政
に

対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

夢
と
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
18
年
は
、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
各

方
面
で
激
動
の
1
年
で
し
た
。
特
に
小
泉
政
権

下
で
行
わ
れ
た
「
三
位
一
体
改
革
」
に
よ
っ
て

地
方
分
権
が
問
わ
れ
た
も
の
の
、
国
・
地
方
を

通
じ
た
財
政
再
建
の
た
め
の
手
段
と
し
か
考
え

ら
れ
な
い
傾
向
に
す
ぎ
ず
地
方
に
と
っ
て
は
厳

し
い
財
政
事
情
を
露
呈
し
ま
し
た
。
地
方
分
権

の
目
標
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
福
祉
、
子
育
て
や
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

創
り
出
す
役
割
を
よ
り
拡
大
し
、住
民
が
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

９
月
に
は
安
倍
政
権
が
誕
生
し
、
新
首
相
が

掲
げ
た
改
憲
・
教
育
改
革
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

【写真：宇出津港より立山を望む】



▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
に
は･･･

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ

ビ
に
買
い
替
え
る
。

　

現
在
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い
の
方
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え

れ
ば
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
や
デ
ー
タ
放
送
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
能
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
対
応
機
器

に
は
「
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
対

応
マ
ー
ク
」
が

表
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

②
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
ま
た

は
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵

録
画
機
器
な
ど
を
買
い
足
す
。

　

現
在
使
っ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
、
そ

の
ま
ま
使
う
場
合
は
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

や
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の
録
画
機
器
な

ど
を
買
い
足
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
今
の
テ
レ
ビ
に
Ｄ
３
端
子
や
Ｄ

４
端
子
が
あ
れ
ば
、
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
画
質
で
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
い
場
合
は
、
従

来
ど
お
り
の
標
準
画
質

に
な
り
ま
す
。

③
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ

レ
ビ
を
持
っ
て
い
る
。

　

す
で
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
や

チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機
器
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
設
定
を
行
う
だ
け
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
は
、
初
期
設
定
か
ら
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
設
定
を
行
う
と
自
動
的

に
左
表
の
と
お
り
割
り
当
て
て
く
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
機
種
ご
と
の
付
属
説
明
書
を
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
全
地
区
共
通

①
機
種
に
よ
っ
て
は
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続

端
子
が
「
ア
ナ
ロ
グ

Ｖ
／
Ｕ
端
子
」
と
「
地

上
デ
ジ
タ
ル
端
子
」

そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
２
分
配

し
て
両
方
と
も
接
続

し
て
く
だ
さ
い
。

②
衛
星
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
有
線
テ
レ
ビ
で
は

再
送
信
さ
れ
ま
せ
ん
。
世
帯
ご
と
に
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
柳
田
・
内
浦
地
区
の
場
合

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
波
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
域
で

再
送
信
し
ま
す
。
県
内
地
上
波
の
親
局
と
同
じ

周
波
数
と
な
り
ま
す
。

●
能
都
地
区
の
場
合

①
初
期
設
定
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
検
索
で
、
機
種
に
よ
っ
て
は
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

パ
ス
ス
ル
ー
帯
域
を
検
索
し
ま
す
か
」
と
い
う

意
味
の
表
示
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
「
行
う
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
波
は
、
ス
ー
パ
ー
ハ
イ

バ
ン
ド
帯
域
で
再
送
信
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
機
能
は
全
く
同
じ
で
す
。

●
柳
田
地
区
の
場
合

①
柳
田
地
区
の
方
は
、「
ホ
ー

ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
接
続
端

子
」
と
「
テ
レ
ビ
の
地
上
デ

ジ
タ
ル
端
子
」
へ
２
分
配
し

て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ

ビ
に
買
い
替
え
る
と
き
に
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
63
ｃ

ｈ
ま
で
に
対
応
し
た
テ
レ
ビ
を
選
択
す
る
と
、

ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
の
切
替
操
作
が
不
要
と

な
り
ま
す
。

※
内
浦
地
区
で
伝
送
路
が
未
整
備
地
区
の
方

は
、
今
年
４
月
の
供
用
開
始
に
向
け
、
順
次

整
備
中
で
す
の
で
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
、
宅
内
工
事
の
完
了
と
と
も
に
デ
ジ

タ
ル
放
送
も
含
め
た
試
験
放
送
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆石川県の地上デジタル放送チャンネル●
設
定
し
て
も
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
映
ら
な
い
場
合
は･･･

　

設
定
し
て
も
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
映
ら
な

い
場
合
は
、
ご
自
宅
の
分
配
器
や
ブ
ー
ス
タ
ー

（
信
号
を
増
幅
す
る
機
器
）
な
ど
の
宅
内
配
線

が
対
応
し
て
い
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
対
応
し
た
分
配
器
や
ブ
ー
ス

タ
ー
に
取
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
宅
内
配
線
に
つ
い
て
は
、
能
登
町
電
器
商
業

組
合
加
盟
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
有
線
テ
レ
ビ
の
番
組
や
引
込
工
事
、
ケ
ー
ブ

ル
移
設
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
広

報
情
報
推
進
課
（
☎
76
ー
８
３
０
１
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

※
３
月
末
ま
で
は
試
験
放
送
の
た
め
、
一
時
的

に
画
像
が
乱
れ
た
り
途
切
れ
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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このマークを確認

Ｄ 4端子

放送事業者 リモコン番号 表示チャンネル

ＮＨＫ－Ｇ（総合） １ ０１１

ＮＨＫ－Ｅ（教育） ２ ０２１

テレビ金沢 ４ ０４１

北陸朝日放送 ５ ０５１

北陸放送 ６ ０６１

石川テレビ放送 ８ ０８１

能登町自主コミュニ
ティチャンネルや気象
チャンネルなど

日本ケーブルテレ
ビ連盟で検討中 同左

・番組編成によっては、表示チャンネルが変わることもあります。
・自主放送などは、来年度からの対応予定です。
・衛星アナログ放送は、地デジチャンネルでは再送信されません。

悪質商法に注意！
　テレビ調査人や工事人を名乗って不正請
求を行ったり、郵便などによる振り込め詐
欺（架空請求）を行ったりする事例がおき
ています。
　地上デジタル放送に関する誤った情報や
不十分な情報にもとづいて関連商品・サー
ビスを売りつける悪質商法にご注意くださ
い。あやしいと思った場合は、迷わずに警
察や広報情報推進課に連絡してください。

出前講座もご利用ください！
　出前講座には「地上デジタル放送って
何？」というメニューがあります。
　この講座では、地上デジタル放送につい
て有線テレビ担当者が詳しく説明します。
　地デジについてもっと詳しく知りたい方
は、団体（原則 10 人以上）で生涯学習課（☎
72-2510）までお申込みください。

▼
接
続
な
ど
は･･･

高画質・高音質に加え、双方向番組やデータ放送などが魅力の「地上デジ
タル放送」。

　能登町有線テレビでは、地上デジタル放送を送受信する設備を整え、現在 4
月の本放送に向け、地上デジタル放送の試験放送を行っています。ご家庭で
地上デジタル放送対応機器を購入すれば、受信設定を行うことにより地上デ
ジタル放送を視聴することができます。
　なお、現在視聴している地上アナログ放送については、
2011 年（平成 23 年）7月 24 日まで、並行して視聴すること
ができますが、それ以降は地上デジタル放送に完全に移行する
ことになります。

もう昔
アナログ

に     は戻れないかも！高画質
高音質
双方向番組
データ放送

有線テレビで地上デジタル放送が受信できま
す。

地上アナログ端子

地上デジタル端子

入力

ホームターミナルへ

地デジ端子へ



所得税・住民税が変わります。
平成 19年から、税源移譲により所得税と住民税（町民税・県民税）の税率が変わります。
「地方のことは地方で」という方針のもと、三位一体改革により全国で 3兆円規模の税源移譲が行われること
になりました。
これにより、今後は地域の特性を活かし、今まで以上に住民ニーズを適切に反映した行政サービスが提供でき
るようになります。

何が変わるの？01税源移譲では、所得税（国税）と個人住民税（地方税）の税率を変え
ることで、国の税収が減り、地方の税収が増えることになります。

平成 19年から

どう変わるの？02所得税→4段階の税率から 6段階に細分化されます。（平成 19年 1月分から適用）
住民税→ 3段階の税率から一律 10%の税率に変更されます。（平成 19年 6月分から適用）

所得税とは･･･
1 月 1日から 12月 31日
までの 1 年間に生じた
個人の所得に課税される
税金（国税）のこと。徴
収方法には、確定申告に
よる申告納税方式と源泉
徴収方式がある。

住民税とは･･･
県民税と町民税を合わせ
て住民税と呼ばれ、1月
1日現在の住所地で課税
される。個人住民税と法
人住民税があり、所得に
応じて課税される所得割
と均等の額を負担する均
等割がある。

住　民 地　方

国

住民税＋ 3兆円

行政サービス

所得税
△ 3兆円 地方交付税

国庫補助金など

税源移譲のしくみ

税源移譲前 税源移譲後

※給与所得者・年金受給者の場合、平成 19 年 1月から所得税が先に減り、その後平成 19 年 6月から住民税が増えること
　になります。
　事業所得者の場合、平成 19 年 6月分から個人住民税が増え、平成 20 年 3月の確定申告から所得税が減ります。

税負担は増える？減る？03ほとんどの方は、1月分から所得税が減り、その分 6月分から住民税が増えることになります。
しかし、税源の移し替えなので「所得税＋住民税」の負担は基本的には変わりません。

税源移譲による負担変動（税額）のモデルケース

税源移譲以外の変更点は？04○定率減税が廃止されます。
　　平成 11年度から景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税
　が廃止されます。（所得税は平成 19年 1月分、住民税は平成 19年 6月分から）

平成 18 年

所得税 税額の 10％相当額を減額
（限度額 125,000 円）

住民税 税額の 7.5％相当額を減額
（限度額 20,000 円）

平成 19 年

所得税 平成 19 年 1月分から廃止

住民税 平成 19 年 6月分から廃止

○住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置が適用されます。
　　平成 17年 1月 1日現在 65 歳以上の方（昭和 15年 1月 2日以前に生まれた方）で、前年の合
　計所得金額が 125 万円以下の方は、税負担を緩和するため経過措置がとられています。

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度
所得割額 税額の 3分の 2を控除 税額の 3分の１を控除 控除なし

均等割額
町民税 1,000 円
県民税　300 円

町民税 2,000 円
県民税　600 円

町民税　3,000 円
県民税　1,000 円

2007.1  № 23  7 6

（税率） （税率）

所得税 所得税住民税 住民税

10％

20％

30％

37％

5％

10％
13％

5％
10％

20％
23％

33％

40％

10％

○独身者の場合

給与収入
税源移譲前

所得税 住民税 合計
300 万円 124,000 円 64,500 円 188,500 円
500 万円 258,000 円 163,000 円 421,000 円
700 万円 474,000 円 307,000 円 781,000 円

○夫婦＋子ども 2人の場合

税源移譲後
所得税 住民税 合計
62,000 円 126,500 円 188,500 円
160,500 円 260,500 円 421,000 円
376,500 円 404,500 円 781,000 円

負担増減額

０円
０円
０円

→ ＝

給与収入
税源移譲前

所得税 住民税 合計
300 万円 0円 9,000 円 9,000 円
500 万円 119,000 円 76,000 円 195,000 円
700 万円 263,000 円 196,000 円 459,000 円

税源移譲後
所得税 住民税 合計

0円 9,000 円 9,000 円
59,500 円 135,500 円 195,000 円
165,500 円 293,500 円 459,000 円

負担増減額

０円
０円
０円

→ ＝

※夫婦＋子ども 2人の場合、子どものうち 1人が特定扶養親族に該当するものとしています。

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

◎このほか実際の負担増減額には、平成 19年度から定率減税が廃止されるなどの影響があり
　ますのでご注意ください。
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第４回

定例会

議
会

選
挙
後
初
の
定
例
会　

　

第
４
回
能
登
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月
7
日

に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
を
14
日
ま
で
の
8

日
間
と
し
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
の
町
長
提
出
議
案
20
件
、
鵜
川
地
区
公

衆
ト
イ
レ
設
置
に
関
す
る
請
願
な
ど
の
請
願
3

件
、
陳
情
2
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
（
公
平
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
）

に
同
意
し
た
あ
と
、
上
程
さ
れ
た
議
案
・
請
願
・

陳
情
は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

庁
舎
建
設
基
金
条
例
が
可
決

　

採
決
で
は
、
質
疑
討
論
が
あ
っ
た
議
案
「
能

登
町
庁
舎
建
設
基
金
条
例
に
つ
い
て
」
が
先
に

採
決
さ
れ
、
起
立
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
の
議
案
18
件
に
つ
い
て
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
2
件
、
陳

情
1
件
を
採
択
と
し
ま
し
た
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
を
設
置

　

つ
づ
い
て
議
会
議
案
3
件
が
上
程
さ
れ
、
議

会
活
動
を
広
報
す
る
た
め
の
広
報
編
集
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
道
路
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書
」
ほ
か
1

件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
第
4
回
定
例
会
結
果

●
可
決
さ
れ
た
議
案

　
（
補
正
予
算
は
す
べ
て
平
成
18
年
度
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
▽
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
3
億
５
７
４
０
万
２
千
円
を
追
加
し

予
算
総
額
を
１
４
９
億
６
０
０
８
万
９
千
円
と

す
る
。

有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

能
登
町
児
童
セ
ン
タ
ー
条
例
に
つ
い
て
▽
ま
つ

な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
を
児
童
福
祉
法
に
定
め

る
児
童
セ
ン
タ
ー
と
す
る
。

能
登
町
庁
舎
建
設
基
金
条
例
に
つ
い
て
▽
合
併

協
定
書
に
基
づ
き
、
庁
舎
建
設
資
金
の
財
源
確

保
を
目
的
と
し
た
基
金
を
設
置
。

能
登
町
地
区
集
会
所
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
▽
野
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
追
加
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

能
登
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
▽

野
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

に
野
田
区
を
指
定
。

石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に

つ
い
て

奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

珠
洲
市
・
能
登
町
環
境
衛
生
組
合
の
解
散
に
つ

い
て
▽
珠
洲
市
が
独
自
に
処
理
施
設
を
整
備
し

た
た
め
組
合
を
解
散
（
平
成
19
年
3
月
31
日
）。

珠
洲
市
・
能
登
町
環
境
衛
生
組
合
の
解
散
に
伴

う
財
産
処
分
に
つ
い
て
▽
組
合
の
解
散
に
伴
う

財
産
処
分
を
負
担
金
の
割
合
で
按
分
。

能
登
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
▽

公
平
委
員
に
金
七
政
彦
氏
（
松
波
）
を
適
任
と

し
て
同
意
。

●
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

能
登
町
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
の
設
置

に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
▽
委
員
6
人
を
選
任

し
、
委
員
長
に
鶴
野
幸
一
郎
議
員
、
副
委
員
長

に
山
本
一
朗
議
員
を
互
選
。
他
の
委
員
は
、
石

岡
安
雄
議
員
、
向
峠
茂
人
議
員
、
南　

正
晴
議

員
、
河
田
信
彰
議
員
。　

道
路
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
国
に
対
し
て
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

●
採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

県
立
能
都
北
辰
高
等
学
校
並
び
に
能
登
青
翔
高

等
学
校
の
存
続
を
求
め
る
請
願
書

町
道
藤
ノ
瀬
５
号
線
（
田
谷
出
線
）
の
道
路
拡
幅
・

改
良
工
事
の
早
期
実
施
に
つ
い
て
の
請
願
書

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
国
に
対
し
て
求
め
る

要
請
書

●
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
・
陳
情

鵜
川
地
区
公
衆
ト
イ
レ
設
置
に
関
す
る
請
願

防
災
・
生
活
関
連
を
中
心
と
し
た
「
公
共
事
業
」

へ
の
転
換
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
化
に
反
対

す
る
陳
情
書

いつまでも安心して医療が受けられるように
医療費の節約にこころがけましょう。

能登町
老人医療費
の状況

高
齢
者
が
病
気
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
民

み
ん
な
で
医
療
費
を
出
し
合
い
、
支
え
合
っ

て
い
る
の
が
「
老
人
保
健
制
度
」
で
す
。

　

老
人
保
健
制
度
の
対
象
者
は
、
昭
和
７

年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
一
定
の

障
害
が
あ
る
人
は
65
歳
以
上
）
で
す
。
能

登
町
の
場
合
、
平
成
18
年
4
月
1
日
現
在
で

４
８
１
９
人
、
町
全
人
口
の
約

21
％
に
あ
た
り
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化

社
会
に
伴
い
医

療
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ

ま
す
。
老
人

医
療
の
財
源

は
、
み
な
さ

ん
の
一
部
負
担

金
と
、
大
部
分
を

国
・
県
・
町
か
ら
の

補
助
金
と
加
入
医
療
保
険

者
の
負
担
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
医
療
費
が
増
加
し
な
い
よ
う
節
約

を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

心
身
の
老
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
本
人
の
こ

こ
ろ
が
け
と
、
周
囲
の
環
境
に
よ
っ
て
速
く

も
遅
く
も
な
り
ま
す
。生
き
が
い
を
見
つ
け
、

積
極
的
に
外
に
出
て
、
い
つ
ま
で
も
は
つ
ら

つ
と
し
た
暮
ら
し
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

①老人医療給付内訳

平成 17 年度
医療給付総額 33 億 1,009 万円

平成 16 年度
医療給付総額 35 億 3,909 万円

　①は平成 16・17 年度の老人医療
費のグラフです。総医療給付額は平
成 17 年度で 33 億 1,009 万円となり
ました。また長期入院（年間 90 日
以上）にかかった費用は、全入院費
用の 18.3％を占めています。
　②③をみると、１人当たり診療費
や１日当たり診療費は県平均と比較
し低くなっていますが、１日当たり
診療費は、平成 16 年度と比較する
と高くなっています。
　⑤の受診率においては、県平均と
比較すると高くなっていることがわ
かります。

入院費（食事含む）
15 億 8,203 万円外来

11 億 1,668 万円

調剤他
5億 4,814 万円

歯科 6,324 万円

入院費（食事含む）
17 億 9,770 万円外来

11 億 3,117 万円

歯科 7,074 万円

調剤他
5億 3,948 万円

600,000 700,000 800,000（円）

石川県

能登町

806,362
773,593

673,892
681,753

11,300 12,100（円）

石川県

能登町

12,116
11,673

11,876
11,593

0

石川県

能登町

3.2
3.3

2.6
2.7

　　②１人当たり診療費 　　③１日当たり診療費

　　④１件当たり日数 　　⑤受診率（100 人当たり）

11,500 11,700 11,900

1.0 2.0 3.0（日） 140.0 148.0（％）

石川県

能登町

143.9
144.0

146.7
149.9

142.0 144.0 146.0

平成 17 年度

平成 16 年度
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施設は旧柳田保育所跡地に建設されました

地域のみんなが集う場所
野田コミュニティセンター完成式

　柳田・野田地区に建設が進められていた野田コミュニティセ

ンターの完成式が 12 月 10 日に行われ、関係者ら 80 人が出席

しました。この施設は平成 17 年に地域からの要望があり、㈶

自治総合センターのコミュニティ助成事業を受けて建設された

ものです。式では持木町長が「建設を要望するみなさんの熱意

と郷土への愛着心が成果となり表れたのだと思います」と式辞

を述べました。野田区長を務める水上栄治さんは「この施設を

大いに利用し、活力ある豊かな地域づくりを進めていきたい」

と感謝の気持ちを述べました。　

　全ての人々が生まれながらにして持っている「人権」。思い

やりの心を持ち、互いの人権を尊重できる明るい地域づくりに

努めようと、町内各地で人権擁護委員らが街頭キャンペーンを

行いました。12 月４日から 10 日までの「人権週間」にあわせ、

６日には柳田地区の石井橋付近で西又茂男さんと堂前弘子さん

が道行くドライバーに啓発パンフレットを配布したり、登校中

の子どもたちに「学校でみんな仲良くね」「いじめられている

子がいたら助けてあげてね」と声をかけ、人権の大切さについ

て呼びかけていました。

わたしらしく生きる権利
人権週間  街頭キャンペーン

　町の安全を守るため、地道な活動を続けてきた 7人の方に対

して能登警察署長感謝状が 12 月 11 日に贈られました。

　生垣博行さん（柳田・警察友の会）

　竹内賢雄さん（宇加塚・鶴町駐在所連絡協議会委員長）

　谷坊美明さん（上町・少年補導員）

　福塚政夫さん（山田・防犯協会瑞穂地区委員長）

　真岸　博さん（宇出津・交通安全協会理事）

　堺　良一さん（白丸・交通安全推進隊分隊長）

　中町政弘さん（姫・沿岸警備協力会副会長）

受賞者を囲んで関係者全員で記念撮影

地域のパワーで支える安心
能登警察署長感謝状贈呈式

持木町長から委嘱状を受け取る田形会長

要保護児童対策地域協議会代表者会議

　能登町要保護児童対策地域協議会が 12 月 18 日に設立し、15

人の協議会委員に委嘱状が交付されました。この協議会は虐待

を受けている子どもをはじめとする、要保護児童の早期発見や

適切な保護を図ることを目的に発足しました。この日能都庁舎

で行われた代表者会議では会長に就任した田形 功さんが「支援

体制の充実を目指し、できる限り迅速に対応していきたい」と

あいさつしました。今後は深刻な問題を抱える子どもたちを守

るために関係機関が情報を共有し、必要に応じて随時検討会議

などを開催するということです。

ＳＯＳを見逃さないで

　12 月から 1月は能登町が全国に誇る「寒ブリ」のシーズン

です。12 月 3 日、この寒ぶりを町内外にアピールするイベン

ト「能登の寒ぶり祭り」が宇出津仙人町通りで開催されました。

会場には冬の味覚寒ブリを味わおうと県内外から約 2,000 人が

訪れました。ブリの解体・即売会には、10 ㎏を超えるブリが

約 30 本用意されましたが、行列ができるほどの盛況であっと

いう間に完売となりました。

　12 月中旬には 1日に数千本のブリが水揚げされました。魚

市場には全国に発送されるブリやセリにかけられるブリが所狭

しと並び、市場は活気に満ちあふれていました。

全国に誇る「能登の寒ぶり」
寒ぶりシーズン到来

人権啓発グッズを手渡し児童に語りかける西又さん たくさんの観客の前で解体されるブリ

今年の豊作を「田の神様」に感謝する
アエノコト

　アエノコトは、古くから能登地方にだけ伝わる神事です。12 月 5日に田ん

ぼから夫婦神である「田の神様」を迎え（暮れのアエノコト）、翌年 2月 9日

の「田の神送り」（春のアエノコト）まで家の中で過ごし冬を越します。

　植物公園合鹿庵では、この貴重な神事を後世に残そうと毎年アエノコトを

実践しています。今年も田中  登さん（小間生）の執行のもと古式ゆかしくア

エノコトが行われました。田中さんは、田んぼから田の神様を迎え、お風呂

に入れ御膳でもてなします。その際、目の不自由な田の神様に一つ一つ説明

して、感謝の言葉を述べます。アエノコトは、農業が機械化されても忘れて

はいけないものがあると私たちに教えてくれているのではないでしょうか。

▲

「田の神様のおかげで今年も無事に
　収穫できました。ごゆっくりお召し
　上がりください」と述べ、そこに田
　の神様がいるようにもてなす独特の
　神事

▲

田の神様をお風呂に案内し、背中を
　流す田中さん

ブリが水揚げされるとセリにも力が入ります
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能登町役場☎ 62-1000 ㈹／柳田庁舎☎ 76-8300 ／内浦庁舎☎ 72-2500
【今月の納税】町県民税 第４期・国民健康保険税 第７期　納期限：1月 31 日㈬くらしの  掲示板 

   お 知 ら せ
ふたつの助成金制度が廃止になります 

　次の助成金制度が今年度で廃止され
ます。申請期限以降の受付は行いませ
んのでご注意ください。
・中小企業経営支援緊急助成金
・労働保険緊急助成金
〈申請期限〉平成 19 年３月 30 日㈮
問 商工観光課 ☎ 72-2505

工業統計調査にご協力ください 

　平成 18 年 12 月 31 日現在で行う調
査で、各製造事業所へ調査員が伺いま
す。調査票に記入された内容は、統計
法に基づき秘密は厳守されますので適
正な記入にご協力ください。
問 企画財政課 ☎ 62-8503

償却資産を持つ方は申告しましょう 

　毎年１月１日現在、事業に用いられ
る償却資産（構築物・機械・船舶・運
搬具・器具・備品など）を所有してい
る方（個人・法人）は、資産の多少に
関わらず申告が必要です。
〈申告期限〉１月 31 日㈬
〈提出場所〉税務課、柳田・内浦サー
ビス課、各支所・出張所
問 税務課 ☎ 62-8505

電子証明書の有効期間は３年です

　公的個人認証サービスの電子証明書
の有効期間は、発行日から３年間です。
有効期間満了間近の利用者で更新を希
望される方は、忘れずに更新手続きを
しましょう。
■有効期間の確認方法

・電子証明書の写しでの確認
・公的個人認証サービス利用者クライ
　アントソフトの「証明書表示ツール」
　による確認
■更新手続きに必要なもの
・住民基本台帳カード
・本人確認の書類（パスポート・免許
証など）※顔写真付き住民基本台帳
カードがある場合は不要
・発行手数料（500 円）
問 町民課 ☎ 72-2501

ご存じですか？検察審査会　     

　交通事故、詐欺などの犯罪に遭い、
警察や検察庁に訴えたが検察官が起訴
してくれない。このような不満をお
持ちの方のために検察審査会がありま
す。お気軽にご相談ください。費用は
無料で秘密は固く守られます。
■あなたも検察審査員になるかも
　検察審査員は国民の中から地域ごと
にくじで選ばれ、任期は６カ月です。
　もし選ばれた場合にはご協力をよろ
しくお願いします。
問 輪島検察審査会 ☎ 0768-22-0054

住宅用火災警報器を販売している方へ

　住宅用火災警報器の設置が義務づけ
られました。消防署では、住民のみ
なさんに広く周知をしてくため、町内
で住宅用火災警報器を販売または取り
扱っているお店・電気工事店を把握す
る必要が生じてきました。
　該当するお店の方は、平成 19 年 2
月 28 日㈬までに下記の消防署・分署
の予防係までご連絡をお願いします。
問能登消防署  ☎ 62-0492
　内浦分署　  ☎ 72-0282
　柳田分署　  ☎ 76-0085

  講 習・イベント
新春書き初め大会作品展示        

　１月13日㈯に行わ
れる「平成 19 年能登
町新春書き初め大会」
の作品を展示します。
子どもたちの力作を、
ぜひご覧ください。
〈日時〉
１月 15 日㈪
　　　～ 22 日㈪
　9:00 ～ 17:00
〈場所〉能都庁舎
　　　  ２階ロビー

問 生涯学習課 ☎ 72-2510

味噌づくり体験教室　　　　　

　深層水からできた塩を使っておいし
い味噌作りに挑戦しませんか。
〈日時〉1 月 20 日㈯ 10:00 ～ 12:00
〈場所〉農林水産物加工開発センター
〈定員〉20 人（最低開催人数 5人）
〈参加費〉1 人：4,000 円
〈服装〉エプロン、ずきん
〈申込期限〉1 月 18 日㈭
※味噌は1年間センターで保存します
問 ラブロ恋路 ☎ 72-1234

海の体験学習会！土器で藻
もしお

塩作り 

　古墳時代から奈良時代に能登周辺で
行われていた製塩法に倣

なら

い、土器を
使った藻塩作りに挑戦しましょう。
〈日時〉１月 20 日㈯ 13:30 ～ 15:30
〈対象〉小学校低学年以下の方は保護
者同伴でお願いします。（定員 20 人）
〈場所〉のと海洋ふれあいセンター周辺
〈服装〉長靴などの濡れてもよい靴、

雨具などを準備ください。
〈参加費〉材料費 500 円（高校生以上
の方は入館料 200 円が別途必要）
問 のと海洋ふれあいセンター 
　☎ 74-1919

災害ボランティア養成講座        

　高校生以上の方なら、どなたでも無
料で参加できます。
〈日時〉１月 21 日㈰ 13:00 ～ 15:30
〈場所〉能登空港ターミナルビル４階
〈内容〉ビデオ上映・講演「地震災害
等の自然災害に対する具体的な対応
策」講師：山根義信 氏（災害対策コ
ンサルタント ・旧柳田村出身）
問 石川県県民ボランティアセンター 
　☎ 076-223-9558

  募　集
町営住宅入居者募集　　　   　 

〈募集期間〉１月４日㈭～ 18 日㈭
〈対象住宅〉
①さくら団地　１戸（３ＬＤＫ・柳田）
②桜木住宅　１戸（３ＤＫ・鵜川）

桜木住宅

〈家賃〉①は月額 30,000 円、②は所得
により決定
〈入居資格〉
・能登町に住所を有する方（予定者も含む）
・住宅に困窮している方
・町税などの滞納がない方

・収入基準：①は所得月額が 20 万円
以上、②は所得月額が 20 万円以下
※単身の方はご遠慮いただくことが　
あります。
問 建設課 ☎ 76-8304

県立七尾産業技術専門学校訓練生募集

■自動車整備科（定員 30 人：期間２年）　
　自動車整備業界の中堅技術者・二級
自動車整備士をめざす
■計測制御技術科（定員 10 人：期間１年）
　高度に自動化された製造ラインのコ
ンピューター制御を学ぶことにより工
場における中堅技術者をめざす
〈対象〉平成 19 年３月高等学校卒業
見込の方、高等学校以上を卒業し概ね
35 歳以下の方
〈選考日〉２月 16 日㈮
〈申込期限〉２月９日㈮
問 県立七尾産業技術専門学校
　 ☎ 0767-52-3159

  相　談
女性なんでも相談室　　　　

　県では女性が心身ともに自立し、生
き生きと暮らしていけるよう、直面す
るさまざまな悩みに対して相談でき
る、女性のための相談窓口を設置して
います。予約制で弁護士などによる特
別相談もあります。
〈相談日時〉毎週月～金曜日（祝日・
年末年始は除く）9:00 ～ 17:00
〈相談員〉一般女性相談員
〈相談方法〉面接または電話
問 石川県女性センター ☎ 076-231-7331

 法律相談　　　　　　　　　    

　金沢弁護士会では、能登法律相談セ

ンターを運営しています。
〈１月の相談日〉11 日、18 日、25 日、
（木曜日）13:45 ～ 16:15
〈場所〉穴水町地域情報センター
〈相談料〉30 分以内　5,000 円
〈申込受付〉相談日前日の午後 5時ま
でに電話で予約ください。
問 金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

心配ごと相談　　　　　　　    

　日常生活での悩みごとや心配ごとに
相談員が親身にお応えします。
〈能都庁舎〉
　９日㈫、19 日㈮　10:00 ～ 12:00
〈笹ゆり荘〉
　９日㈫、23 日㈫　10:00 ～ 12:00
〈内浦福祉センター〉
　10 日㈬　13:30 ～ 15:30
〈小木支所〉
　22 日㈪ 13:30 ～ 15:30
問 社会福祉協議会 ☎ 72-2322
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　能登町公共事業再評価委員会は、公共事業の効率的な執行および実施過程の
透明性の確保を目的とするもので、5人の委員で構成されています。事業開始
当初や前回の再評価の時点から５年経過した事業を基本に、状況の変化のあっ
たものや事業の進捗が遅れているものについて、継続して事業を行うべきかど
うかを審議します。 平成 18年度は下表にある４事業について２回の委員会審
議を行いました。
　11 月 28 日には谷口正成委員長から持木町長へ意見具申書が提出されまし
た。持木町長は今後の事業推進にあたり、委員会の意見を十分に配慮し早期の
事業目的の達成に努めると答えました。

事業件名 ( 事業箇所）
総事業費
( 進捗率）

事業期間
事業
区分

対応方針
審議
結果

1
瑞穂周辺地域水道未
普及解消事業 
( 能登町瑞穂地区）

2,180 百万円 
（33.4％）

［17 年度末現在］

平成 14 年度～ 
平成 23 年度

補助
事業

水道施設の整備は地域住民の生活環境の向上に必要な事業であ
る。少子高齢化・過疎等の社会情勢の変動を考慮して、安定し
た経営を計画的に実施する。

継続

2
柳田地区簡易水道再
編推進事業 
( 柳田地区）

4,300 百万円 
（44.3％）

［17 年度末現在］

平成 9年度～ 
平成 25 年度

補助
事業

小規模水道施設の統合や未普及地域の解消は水道水の安定供給
や地域住民の生活環境の向上に必要な事業である。少子高齢化・
過疎化等の社会情勢の変動を考慮して、安定した経営を計画的
に実施する。

継続

3
能登町公共下水道事
業小木処理区 
( 小木地内）

4,027 百万円 
（88.7％）

［18 年度末予定］

平成 9年度～ 
平成 22 年度

補助
事業

公共水域や用排水等の水質保全は、快適な生活に寄与するもの
である。社会情勢の変動に配慮して、更なるコスト削減に努め
ながら、接続率の向上を図る。

継続

4
林道開設事業赤畑線 
( 当目地内）

568 百万円 
（25.0％）

［18 年度末予定］

平成 13 年度～ 
平成 22 年度

補助
事業

間伐等の適正な森林整備を円滑に実施するために本林道は必要
である。生態系等の自然環境の保全に十分配慮しながら計画的
に実施する。

継続

平成 18年度　能登町公共事業再評価委員会の意見に対する町の方針

意見具申書を町長に手渡す谷口委員長

公共事業再評価委員会が意見書を提出しました。

■送迎バス時刻表
〈柳田地区〉
　　岩井戸神社前　　9:20
　　黒川バス停　　　9:25
　　五十里バス停　　9:30
　　柳田体育館前　　9:35
　　笹川バス停　　　9:40
　　上町バス停　　　9:45
　　合鹿バス停　　　9:50　
　　石川サンケン前　10:05
〈能都・小木地区〉
　　鵜川口バス停　　9:15
　　桜木バス停　　　9:18
　　七見バス停　　　9:20
　　矢波バス停　　　9:25
　　波並バス停　　　9:30
　　能都庁舎前　　　9:35
　　羽根　　　　　　9:40
　　姫上野台　　　　9:50
　　小木支所前　　　9:55

　

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
能
登
町
成
人
式
が

左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
ま
で
の
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
平
成
19
年
１
月
７
日
㈰

　
　
　

   
午
前
10
時
30
分
〜
（
受
付
10
時
〜
）

〈
場
所
〉
内
浦
第
二
体
育
館

〈
対
象
〉
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１ 

　
　
　

  

日
生
ま
れ
の
能
登
町
内
中
学
校
卒
業
生
お
よ

　
　
　

   

び
能
登
町
在
住
者

★
お
願
い

　

新
成
人
者
へ
の
お
祝
い
の
祝
電
や
花
束
な
ど
は
、
式

　

典
会
場
で
は
受
付
け
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
宅
へ
お

　

届
け
く
だ
さ
い
。

問生涯学習課 ☎ 72-2510

写真：昨年の成人式より

PLAY
スポーツ

＆
結果

Le
t's
 En
joy
 Sp
ort
s

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポー
　ツ少年団などからの報告により掲載し
　ています。

※大会案内や結果は、主催者、学校、ス
ポーツ少年団などからの報告により掲載
しています。

能
登
町
民
剣
道
大
会
・
少
年
剣
道
大
会

上
位
入
賞
者
の
み
な
さ
ん

統
計
調
査
に
対
す
る

　
　
　
　

功
労
に
感
謝
し
ま
す

■
統
計
功
績
者
大
臣
表
彰
受
賞　

　

長
年
に
わ
た
る
統
計
調
査
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
能
登

町
か
ら
７
人
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
、
能
都
庁
舎
で
そ
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
方
々
で
す
。

〈
国
勢
調
査
調
査
員
な
ど
〉

　

橋
爪　

幸
吉
さ
ん
（
天　

坂
）

　

表  　

  

久
榮
さ
ん（
松　

波
）

　

皆
森
ア
サ
ノ
さ
ん
（
藤
ノ
瀬
）

　

下
谷
サ
チ
子
さ
ん
（
鶴　

町
）

　

小
路　

武
雄
さ
ん
（
宇
出
津
）

　

中
瀬　

晴
夫
さ
ん
（
上　

町
）

〈
各
種
統
計
調
査
員
〉

　

濱
口　

和
子
さ
ん
（
新　

保
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
写
真
右
】
前
列
左
か
ら
橋
爪
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
森
さ
ん
、後
列
左
か
ら
表
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
路
さ
ん
、
下
谷
さ
ん

■
石
川
県
統
計
功
労
者
表
彰
受
賞

　

11
月
９
日
、
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
勢
調
査
や
農
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
の
統
計
調
査
に
お
け
る
功
労
に
対

し
て
、
能
登
町
か
ら
は
２
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

〈
知
事
表
彰
〉　

井
口
由
起
子
さ
ん
（
宇
出
津
）

〈
統
計
協
会
長
表
彰
〉　

廣
瀨　

數
夫
さ
ん
（
久　

田
）

能登地区少年柔道志賀大会 (11/5)
〈団体２部〉優勝 雄志館Ａ（山本達也・
東手雄太・東手翔太・三井太一）
〈個人６年〉２位 三井太一　３位 東手
翔太
〈個人４年〉３位 山本竜之介
〈個人３年〉２位 山本達也

県クロスカントリー選手権大会・全国小
学生クロスカントリー研修大会 (11/23)
■柳田陸上教室
〈小学１年女子１㎞〉優勝 石田夏那
〈小学３年男子 1.5 ㎞〉３位 石田元基
〈小学５年女子 1.5 ㎞〉優勝 西 かえで
〈小学６年女子 1.5 ㎞〉３位 信田有里
彩　５位 山本恵未
〈中学２年女子３㎞〉５位 信田紗由里

能登町民剣道大会（12/17）
〈一般高校男子〉優勝 大浦外志男（能
登警察署）　２位 高嶋真佐夫（柳田）
３位 羽佐間 裕（柳田）・和田将憲（畠山）

能登町少年剣道大会 (12/17)
〈小学生低学年男子〉
優勝 高野大輔（畠山）　２位 鹿島哲彦
（雄志館）　３位 室石朔太郎（柳田）・
坂下流介（柳田）
〈小学生高学年男子〉
優勝 佐田賢二郎（雄志館）　２位 和田
義樹（畠山）　３位 波瀬史大（畠山）・
広橋  怜（柳田）
〈中学生男子〉優勝 大形  克（畠山）　
２位 寺下大輔（雄志館）　３位 西谷直
樹（畠山）・椿原  凌（畠山）
〈小学生低学年女子〉
優勝 薮下  彩（畠山）　２位 角口琳久
（畠山） ３位 篠塚祐希（畠山）・波瀬未
佳子（畠山）

〈小学生高学年女子〉
優勝 坂下茉那（畠山）　２位 国分まゆ
穂（雄志館）　３位 山本恵未（柳田）・
松岡梨奈（雄志館）
〈中学・高校生女子〉
優勝 大下美奈（畠山）　２位 生森美咲
（畠山）　３位 田中あゆみ（畠山）・今
崎智子（雄志館）
〈団体戦〉優勝 能登畠山武道館
２位 柳田少年剣道教室　３位 雄志館 

能登町 5 人制ソフトバレーボール大会
（12/17）
〈フリーの部〉
優勝 ナメラ　
2 位アオリイカ　
3 位 楽しいソフトバレーげんげ
〈ミドルの部〉
優勝 楽しいソフトバレーくにやら　
２位 坂本チーム
３位 楽しいソフトバレーおこぜ
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陶
芸
家

   

山や
ま
な
か
ば
い
ほ
う

中
梅
峰
さ
ん（
86
歳
・
鵜
川
）

Vol. ７

縄
文
焼
で
町
を
活
性
化
さ
せ
た
い
。

「
地

域
の
人
に
縄
文
焼
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
す
山

中
梅
峰
（
山
中
武
雄
）
さ
ん
は
、
86

歳
と
な
っ
た
今
も
現
役
の
陶
芸
家
と

し
て
日
々
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で
い

る
。
山
中
さ
ん
と
陶
芸
と
の
出
会
い

は
22
年
前
、
誘
わ
れ
て
数
回
通
っ

た
陶
芸
教
室
だ
っ
た
。
2
年
後
に
初

め
て
野
焼
き
を
行
っ
た
山
中
さ
ん
は

「
自
分
の
作
品
が
焼
き
上
が
っ
て
出

て
き
た
時
は
本
当
に
感
動
し
た
。
そ

の
時
、
こ
れ
は
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
た
」
と
い
う
。

　

縄
文
焼
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め

た
山
中
さ
ん
は
、
平
成
3
年
に
自
宅

横
の
空
き
地
に
創
作
活
動
と
野
焼
き

が
で
き
る
施
設
【
の
と
縄
文
工
房
】

を
建
設
し
、
仲
間
20
人
と
と
も
に
活

動
を
本
格
化
さ
せ
た
。
そ
し
て
県
内

外
の
展
覧
会
に
出
品
を
重
ね
た
。

　
「
展
覧
会
に
出
品
し
、
外
で
の
評

価
を
高
め
る
こ
と
が
縄
文
焼
を
認
め

て
も
ら
う
一
番
の
方
法
だ
と
信
じ
て

い
た
」
と
い
う
。

　

そ
の
山
中
さ
ん
の
努
力
は
、
数
々

の
受
賞
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。
平

成
15
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
展
覧
会
に

も
出
展
。
平
成
18
年
の
美
術
年
鑑
に

も
そ
の
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
「
今
後
は
出
展
を
後
進
に
ゆ
だ
ね
、

縄
文
焼
を
広
げ
る
た
め
の
活
動
に
注

力
し
た
い
」
と
話
す
山
中
さ
ん
は
、

来
年
の
「
縄
文
工
房
祭
」
で
の
新
た

な
企
画
を
考
え
て
い
る
。

　
「
た
く
さ
ん
の
人
に
縄
文
焼
で
ラ

ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
作
っ
て
も
ら
い
、

工
房
の
前
の
川
沿
い
に
並
べ
よ
う
と

思
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。
現
在
は

会
員
と
さ
ま
ざ
ま
な
案
を
出
し
合
っ

た
り
、
学
校
や
各
種
団
体
に
話
を
持

ち
か
け
て
い
る
段
階
と
い
う
こ
と
だ

が
「
手
応
え
は
あ
る
し
、
必
ず
成
功

さ
せ
た
い
」
と
力
強
く
話
す
。

　
「
わ
た
し
も
最
初
は
人
に
誘
わ
れ

た
身
だ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
縄

文
焼
に
誘
わ
れ
て
深
み
に
は
ま
っ
て

い
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
で
縄
文
焼
の
魅
力
は

必
ず
伝
わ
る
」
と
い
う
山
中
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も【
縄
文
焼
で
町
お
こ
し
】

と
い
う
夢
を
追
い
続
け
る
。
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平成18年11月16日～12月15日（37件）

件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者 件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者
【学校教育課：1件】 用水路災害復旧工事 国重 558,000 ㈲和光建設

宇出津小学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ車庫新築工事 宇出津 4,300,000 ㈲環建築工房 用水路災害復旧工事 山中 630,000 谷内口建設

【下水道課：2件】 排水路災害復旧工事 内浦長尾 1,956,000 ㈲新出建設

公共下水道（恋路処理区）管渠築造工事
その 2 松波 22,800,000 興信工業㈱ 農地・用水路災害復旧工事 当目 700,000 ㈲渡瀬建設

公共下水道（松波処理区）管渠築造工事
その 3 松波 33,000,000 ㈱西中建設 排水路災害復旧工事 当目 3,420,000 ㈲寺谷組

【建設課：6件】 用水路災害復旧工事 北河内 780,000 ㈲飯田組

町道 2級笹川十郎原 1号線　地質調査業務
委託 十郎原 1,850,000 ㈱ﾎｸｺｸ地水 用水路災害復旧工事 五十里 500,000 ㈲飯田組

町道白丸 3号線（向出橋）地質調査業務
委託 白丸 2,300,000 興信工業㈱ 用水路災害復旧工事 十郎原 1,240,000 ㈲干場重機建設

町道白丸 3号線（向出橋）橋梁改修設計
業務委託 白丸 4,000,000 五大開発㈱ 農地災害復旧工事 五十里 480,000 ㈲飯田組

町道白丸 3号線（向出橋）測量業務委託 白丸 1,880,000 日本海測量㈱ 用水路災害復旧工事 柳田 2,460,000 隅屋建設㈱

町道当目 1号線橋梁拡幅工事に伴う設計
業務委託 当目 1,800,000 ㈱鳥越 用水路災害復旧工事 石井 690,000 ㈲吉田土建

町道五郎左エ門分 1号線（影田橋）橋梁改
修工事 五郎左エ門分 1,950,000 ㈲向峠重機 農地災害復旧工事 石井 700,000 ㈲吉田土建

【水産都市整備室：1件】 用排水路災害復旧工事 鈴ヶ嶺 1,260,000 勘屋組

2号防火水槽整備工事 宇出津 5,850,000 ㈲ｹｲ･ｴﾑ･ﾃｨ 農地・排水路災害復旧工事 桐畑 810,000 北成土木㈲

【水道課：3件】 農地災害復旧工事 神和住 450,000 ㈲共栄建設

道路改良事業に伴う送水管布設替工事 明野 7,850,000 梶福設備 県単林地保全緊急対策事業
　五十里 1号地区　復旧工事 五十里 1,760,000 北能産業㈱

道路改良事業に伴う計装配線敷設替工事 明野 3,000,000 荏原商事㈱金沢支店 　五十里 2号地区　復旧工事 五十里 1,750,000 隅屋建設㈱

配水管布設工事（時長地内）5工区 時長 10,980,000 武田設備 　小間生地区　復旧工事 小間生 2,400,000 ㈲吉田土建

【総務課：1件】 　日詰脇地区　復旧工事 柳田 2,450,000 北能産業㈱

移動通信用鉄塔施設整備工事 中斉 6,950,000 NEC ﾈｯﾂｴｽｱｲ㈱北陸支店 　矢波地区　復旧工事 矢波 2,180,000 ㈱ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ開発

【農林課：23 件】 　本木地区　復旧工事 本木 1,750,000 ㈲森忠建設

金山営農飲雑用水施設さく井工事 柳田 9,400,000 ㈱ﾎｸｺｸ地水 林道宮地線　舗装工事 宮地 9,500,000 丸建道路㈱

※入札結果の件名は一部省略してあります。落札額には消費税相当額は含まれていません。
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柳
田
分
署
☎
76

－

０
０
８
５

  

能
登
消
防
署
☎
62

－

０
４
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
浦
分
署
☎
72

－

０
２
８
２

　
　
　
　
　
　

能
登
防
犯
協
会 

 

能
登
警
察
署　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

☎
62

－

１
３
３
４

　
　
　
　
　
　

能
登
交
通
安
全
協
会

安 心  安  全 ま ち づ く り

 

18

老
齢
基
礎
年
金
と
は
、
保
険
料

を
一
定
の
期
間
（
25
年
以
上
）

納
め
た
人
が
、
原
則
と
し
て
65
歳
に

な
っ
た
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金

の
こ
と
で
す
。
満
額
受
給
す
る
た
め

に
は
、
40
年
間
（
20
歳
〜
60
歳
）
の

保
険
料
納
付
済
期
間
（
第
３
号
被
保

険
者
期
間
を
含
む
）
が
必
要
で
、
18

年
度
受
給
額
は
７
９
２
１
０
０
円

（
月
額
６
６
０
０
８
円
）
で
す
。

※
国
民
年
金
の
ほ
か
、
公
的
年
金
の

あ
る
方
（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
）

は
合
算
さ
れ
ま
す
。

■
繰
上
げ
支
給
と
は
？

　

希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
間
で
も
繰
り
上
げ
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
を
受

け
よ
う
と
す
る
年
齢
に
よ
っ
て
一
定

の
割
合
で
減
額
さ
れ
る
ほ
か
、
次
の

よ
う
な
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
障
害
年
金
が
請
求
で
き
な
く
な
り

ま
す

○
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
選

択
に
な
り
ま
す

○
厚
生
年
金
が
支
給
停
止
に
な
り
ま
す

○
国
民
年
金
に
再
度
加
入
（
任
意
加

入
）
は
で
き
ま
せ
ん

○
寡
婦
年
金
が
受
給
で
き
ま
せ
ん

■
繰
下
げ
支
給
と
は
？

　

希
望
す
れ
ば
66
歳
以
後
繰
下
げ

て
、
増
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
振
替

加
算
が
支
給
停
止
に
な
り
不
利
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

一
度
請
求
さ
れ
ま
す
と
取
り
消
し

は
で
き
ま
せ
ん
。
請
求
の
際
は
内

容
を
十
分
確
認
し
て
か
ら
請
求
し
ま

し
ょ
う
。

■
源
泉
徴
収
票
は
１
月
末
に
送
付

　

年
金
の
源
泉
徴
収
票
は
、
１
月
末

に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。
2
月
か
ら
始
ま
る
税
務
申
告
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
七
尾
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
７
６
７

－

５
３

－

６
５
１
１

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

－

０
７

－

１（
イ
イ
ロ
ウ
ゴ
）

１
６
５

問 

町
民
課
年
金
係   

☎
72

－

２
５
０
１

能
都
サ
ー
ビ
ス
課 

☎
62

－

８
５
０
０

柳
田
サ
ー
ビ
ス
課 

☎
76

－

８
３
０
０

老齢基礎年金
ってなに？

第
15
回
奥
能
登
広
域
圏
統
一
防
火
標
語

　

北
村
恵
利
那
さ
ん（
松
波
中
１
年
）が
最
優
秀
賞

　第４回石川県消防団活動発表
会が 11 月 19 日、羽咋市文化
会館で開催され、能登町消防団
を代表して神野分団部長の岡野
弘幸さんが出場しました。岡野
さんは「未来への扉」と題し、
現場と訓練は違うということを
ふまえ、操法訓練を通して得た
ことを若手団員に伝えていきた
いと発表し、見事最優秀賞を受
賞しました。岡野さんは「今後
も地域に信頼される消防団を目
指してがんばっていきたい」と
話していました。

県
消
防
団
活
動
発
表
会

　
神
野
分
団
部
長  

岡
野
弘
幸
さ
ん
が
最
優
秀
賞

　

今
年
度
の
奥
能
登
広
域
圏
統
一
防
火
書
道
防
火
標
語
に

応
募
し
た
作
品
の
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
標
語
部
門

６
２
９
点
、
書
道
部
門
３
７
６

点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
北

村
恵
利
那
さ
ん
の
作
品
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
防
火
標
語　

優
秀
賞
「
指
差
し
て 

声
に
も
出
し
て 

火
の
用
心
」

　

室
峰
崇
行
（
宇
出
津
小
5
年
）
佳
作
「
危
険
で
す 

あ
な
た
に
見

　

え
な
い 

小
さ
な
火
」
高
川
ま
ど
か
（
松
波
中
1
年
）・「
忘
れ
る

　

な 

火
の
あ
る
暮
ら
し 

火
の
点
検
」
吉
延
貴
弘
（
松
波
中
2
年
）

▼
防
火
書
道　

佳
作 

室
谷
明
奈
（
宇
出
津
小
5
年
）
努
力
賞 

堂
野

　

真
莉
恵
（
神
野
小
6
年
）

〈日時〉平成 19 年１月６日㈯ 
　　　  午前９時～
〈式典会場〉能都体育館
〈放水場所〉能都庁舎前
　　　　　　（午前 11 時 30 分ごろ）

※当日午前中は、能都庁舎前の駐車を
　ご遠慮願います。

何
か
あ
っ
た
ら
急
い
で
110
番
！

　
　
　
　

で
も
落
ち
着
い
て
・・。

　石川県内の 110 番通報は、すべて金沢市の県警本部通信
指令室につながり、直ちに無線指令で最寄りの警察署のパ
トカーや交番、駐在所の警察官が現場に急行する仕組みに
なっています。

１月10日は110番の日
　   ～110番  地域を守る  ホットライン～

※相談ごとや免許手続きの質問などは、最寄りの警察署、交番・駐
　在所、または警察本部の相談電話をご利用ください。

　　　  　〈総合相談電話〉 ☎ 076-225-9110（短縮ダイヤル♯9110）

110番するときは次のことに気をつけましょう！
◆事件・事故を見たり聞いたりしたときは、ためらわず素早い

　110 番通報をお願いします。

◆通報が早ければ早いほど、犯人検挙につながります。でき　

　るだけ早く 110 番してください。

◆住所、番地、または目標物を確認しましょう。

◆携帯電話で場所を移動しながらの通話は、声が聞き取りにく

　くなったり途切れたりします。立ち止まって通報しましょう。

◆車で走行している場合は、必ず止まってから通報しましょう。
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健康福祉課 ☎ 72-2503

中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
62
ー
３
４
５
８

 　
　
　
　☆

☆

6日㈯13:30　新春かるた大会

　　　　　　　（小学生以上）

12 日㈮ 10:30　子育て教室（未就園児の親子）

　　　　　　　「楽しい手作り」

19 日㈮ 10:30　子育て支援ルーム（未就園児の親子）

　　　　　　　「ピヨピヨタイム」

20 日㈯ 13:30　第４回オセロ大会（小学生以上）

26 日㈮ 10:30　子育て支援ルーム（未就園児の親子）

　　　　　　　「身体測定」

27 日㈯ 13:30　第２回ドッジボール大会

　　　　　　　（小学生以上）

　　　　　　　　　◆開館時間　9:15 ～ 17:00
　　　　　　　　　◆休館日　月曜日、第３日曜日
　　　　　　　　　　※年始 1月 4日まで休館

　　　　　　

　　　　　　　　　

10 日㈬ 15:00　新春ミニお茶会

17 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ

　　　　　　　「新春ゲーム大会」

20 日㈯ 10:00　こども生け花教室

20 日㈯ 14:00　読み聞かせ「ひまわり」

24 日㈬ 15:00　あっぷるくらぶ

　　　　　　　「卓球大会」

★ 11 日、18 日、25 日㈭は児育て教室

　　　　　　　　　◆開館時間　10:00 ～ 18:00
　　　　　　　　　◆休館日　日曜日、月曜日
　　　　　　　　　　※年始 1月３日まで休館

★
お
は
な
し
会　

　

13
日
㈯
、
17
日
㈬ 

午
後
２
時
30
分

★
お
は
な
し
勉
強
会　

　

21
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分

★
お
は
な
し
学
習
会　

　

10
日
㈬ 
午
後
７
時
30
分

★
読
書
会　

　

17
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分

〈
開
館
時
間
〉　

　

水
〜
日
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
休
館
日
〉　

　

月
曜
日
、
火
曜
日
、
祝
日
、　

　

月
末
（
図
書
整
理
日
）

★
年
齢
に
あ
っ
た
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
図
書
館
ま
で
！

浅田次郎
■憑神 (つきがみ )

　直木賞作家、浅田次郎の時代小説。
将軍の影武者を代々務めてきた貧乏
旗本・彦四郎。動乱の世に彦四郎の
選んだ真実の生きる道とは。
　この本を原作に映画化され、羽咋
市「妙成寺」でもロケが行われてい
る。来年夏公開予定。

水谷  修
■こどもたちへ
　～夜回り先生からのメッセージ～
　夜回り先生が、いま一番伝えてお
きたいこと。いま、生きにくいと感
じているこどもたちへ、そしてすべ
ての子どもたちへ。自分を大切にす
る心と、厳しい現実を生き抜く力を
育てます。

瀬戸内寂聴・義家弘介
■私の夢  俺の希望
　さまざまな人々の苦悩と全身全霊
で向かい合う二人が自らの体験とと
もに教育そして人生を熱く語る。

1月の新刊案内

 
■小児科専門外来〈循環器〉 １月９日㈫ 14:00 ～ 16:00　 〈小児神経〉１月 30 日㈫ 14:00 ～ 16:00

宇出津総合病院だより（☎ 62-1311） http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

３～４カ月児健診・ＢＣＧ接種
〈日　時〉１月 11 日㈭ 13:10 ～ 13:30（受付）
〈場　所〉能都庁舎  １階老人室
〈対象児〉平成 18 年９月生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、ＢＣＧ予診票、
　　　　  バスタオル、おむつ
〈担　当〉３～４カ月児健診：宇出津総合病院小児科医師
                   ＢＣＧ接種：千間医師

１歳６カ月児健診
〈日　時〉１月 25 日㈭ 13:10 ～ 13:30（受付）
〈場　所〉能都庁舎  ４階ホール
〈対象児〉平成 17 年５月１日～７月 15 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票
〈担　当〉小児科医師・歯科医師・歯科衛生士・保健師・
　　　　  栄養士・ 保育士

赤ちゃん相談
〈日　時〉１月 18 日（木）9:30 ～ 10:00（受付）
〈場　所〉柳田山村開発センター  １階和室
〈対象児〉満１歳未満のお子さん
〈実　技〉「ベビーマッサージをマスターしよう」
　　　　      講師：穴水総合病院看護師
〈持ち物〉母子健康手帳、
バスタオル大２枚、フェ
イスタオ ル２枚、おむつ
※実技を受ける方は参加
費 500 円が必要です
〈担　当〉保健師・栄養士

「
糖
尿
病
」っ
て

  
本
当
の
と
こ
ろ

  

ど
ん
な
病
気
？ 

怖
い
病
気
？

年
々
増
加
す
る
「
糖
尿
病
」
と
い
う
病
気
。

本
当
の
と
こ
ろ
、

ど
ん
な
病
気
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と

い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

糖
尿
病
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に
、

食
事
療
法
を
中
心
と
し
た

糖
尿
病
の
予
防
・
治
療
法
に
つ
い
て

学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は

ど
な
た
で
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
１
月
26
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

〈
場
所
〉
能
都
庁
舎
1
階　

老
人
室

〈
内
容
〉

■
講
話　
「
糖
尿
病
と
は
？
」

　
　
　
　

講
師

：

石
川
県
栄
養
士
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
川
明
彦
先
生
ほ
か

■
調
理
実
習

　
　
　
「
食
品
交
換
表
を
使
い
こ
な
そ
う
」

〈
対
象
〉
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
（
先
着
30
人
程
度
）

〈
持
ち
物
〉
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

〈
申
込
期
限
〉
1
月
19
日
㈮

※
必
ず
期
限
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

 

問 

健
康
福
祉
課 

☎
72

－

２
５
０
３

■
石
川
県
栄
養
士
会
主
催
「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
健
康
講
座
」
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出
生
児　

  

両
親
の
名
前　

   

住
所

    　

  

氏
名　

         

本
籍        

住
所

      

氏
名　

           

年
齢  　

    

住
所 

男

女

世帯数（戸）

人口（人） 22,887

10,768

12,119

8,154

（－ 37）

（ー 17）

（－ 20）

（－ 12）

こ せ き

の ま ど

11/16 ～ 12/15

先月との比較

※個人情報保護のため、本人またはご家族   
     の希望があったものを掲載しています

平
野
愛ま

り

な
梨
奈　

享
・
千
加　

鵜　

川

影
田
琉る

い夷　
　

峰
・　

美　

七　

見

本
﨑
翔し
ょ
う
た大　

　

泰
徳
・
美
幸　
宇
出
津
新
港

土
場
愛あ

と

む
斗
夢　

雅
彦
・
久
江　

越　

坂

平成 18年 12 月 1日現在 中　

正
道
さ
ん
（
上　

町
）
10
万
円

能
登
町
へ

尾
山
芳
夫
さ
ん
（
千
葉
県
）
５
万
円

池
上
正
博
さ
ん
（
真　

脇
）
10
万
円

木
村
郁
夫
さ
ん
（
上　

町
）
10
万
円

辻
口
郁
夫
さ
ん
（
真　

脇
）
10
万
円

坂
下
久
雄
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

中
田
茂
夫
さ
ん
（
松　

波
）
10
万
円

矢
部
竜
二
さ
ん
（
東
京
都
）
10
万
円

中
橋
良
源
さ
ん
（
崎　

山
）
10
万
円

山
本
戦
治
さ
ん
（
鵜　

川
）
20
万
円

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
柳
田
支
部　

５
千
円

お
お
ぞ
ら
農
業
協
同
組
合

４
０
２
５
０
円

立
正
佼
成
会
金
沢
教
会
能
登
支
部

１
０
９
４
６
２
円

以
上
、
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

2007 年 1 月号の表紙を飾った能登町の

魚「ブリ」。今回は藤波大敷の協力で、

網起こしの取材をさせてもらいました。

時間は午前 3時、小雨が降る中での出港

でした。網に入っている大量（大漁）の

ブリの迫力に圧倒されながらも、この貴

重な体験をしっかりカメラに収めたい、

みなさんに伝えたいという想いでシャッ

ターを切りました。能登町が全国に誇る

ブランドのひとつ「能登の寒ぶり」の網

起こしから水揚げ、そしてセリまでを一

度に体験するという忘れられない取材と

なりました。

　「自分がどこまでできるのか試したい」

と昨年の 1月号で書いた 2006 年は、あ

っという間に過ぎていきましたが、自分

で決めた目標が自分なりに達成できた充

実の年となりました。

　「目標」と「夢」は違うといいます。

努力すれば達成できるものが目標で、か

なわないものが夢なのでしょうか。まず

夢があって、それをかなえるために目標

を設定し、努力し、達成していくことで

夢が現実になるのではないでしょうか。

大きい夢、小さい夢、高い目標、低い目

標、その尺度は他人の尺度です。自分で

決めた夢に大小はなく、目標に高低はな

いと思っています。

　2007 年は、町の、みなさんの、そし

て自分自身の「夢」を追いかけます。

　「何事もまずは楽しむこと」わたしが

いつも心掛けていることです。でも、好

きなことだけやっていても、本当に楽し

いことは絶対に手に入れることはできま

せん。がんばった分だけしか、神様はご

褒美をくれないからです。去年を振り返

ると、真夏の取材中に体調を崩したり、

自分の技術を磨くことを怠ったりと反省

点ばかりが頭に浮かんできます。　　

　今年こそ、自分にしかできない何かを

必ず見つけだしてみたいと思います。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 2/1 2 3

特集番組！　

日
曜
リ
ク
エ
ス
ト
放送時間
 8:00
 10:00
 12:00
 16:00
 18:30
 20:00
 21:30

★きらきらチャンネル（自主制作番組）　　■とくトクたいむ（提供番組）　

室
谷
定
治　
　
　

97
歳　
　

宇
出
津

酒
井
せ
つ　
　
　

77
歳　
　

羽　

生

大
髙
公
子　
　
　

80
歳　
　

小　

木

臼
渕
君
子　
　
　

78
歳　
　

当　

目

北
野
や
ぎ　
　
　

92
歳　
　

河
ヶ
谷

尾
山
照
子　
　
　

77
歳　
　

崎　

山

吉
﨑
秀
夫　
　
　

79
歳　
　

爼　

倉

中
本
み
や
子　
　

83
歳　
　

宇
出
津

中
井
勇
喜　
　
　

79
歳　
　

小　

垣

池
上
文
男　
　
　

76
歳　
　

真　

脇

田
髙
利
榮　
　
　

82
歳　
　

清　

真

町のホットな情報！

のと
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放
送
時
間

月～金 翌日
 　 18:30 ～（初回） 6:35 ～
 　 19:30 ～ 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
　  23:30 ～

・再放送は翌日のみとなります。

月の
番組案内1

　アナウンサー紹介③
　秋本ますみ（あきもと・ますみ）柳田

【水曜日担当】
　 ひとこと：「今年も 10ch をよろしくお願いします」
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　　　　　平成 19年新春特別企画「賀正！イチ押し番組まとめてドン！」
「祭り」は 1日（月） 「文化」は２日（火） 「バラエティー」は３日（水）

  6:30 ぐるっと能登町（能都地区編） ぐるっと能登町（柳田地区編） ぐるっと能登町（内浦地区編）   6:30

  9:00
海の街の海の祭り　小木とも旗祭り

文化の祭典’ 06 ①
琴城流 柳田教室・宇出津教室・

藤声会宇出津教室・しおさい・勘美穂会

2006 ござれ祭り①
柳田中学校吹奏楽部・縄文女組太鼓・
治友会・よさこいパレード演舞

  9:00

11:00 能登町祭り歳時記①
宇出津あばれ祭

文化の祭典’ 06 ②
珠山会・美すず民謡会・能都町音頭・
琴名流 のときりしま会・柳田百合根の会

2006 ござれ祭り②
鼓友・治友会・国重太鼓・よさこいステージ演舞・

夜ハイライト（キリコ・花火など）

11:00

13:00 能登町祭り歳時記②
松波人形キリコ祭り・姫どいやさ祭り・

恋路火祭り

文化の祭典’ 06 ③
治友会・治寿々会・秋吉ママレモンズ・

藤白会・謡曲

レッツゴー！まんてん仮面
～秋の夜空を散歩しよう～

13:00

15:00 能登町祭り歳時記③
鵜川にわか祭・小木袖キリコ祭り・白丸曳山祭り

文化の祭典’ 06 ④
宇出津吟詠会・珠山流陽恵津会・エトワール・

杉山民謡会・扇珠会・珠山会

24 の瞳が見たオーストラリア
～町中学生海外研修より～

15:00

17:00 海の街の海の祭り　小木とも旗祭り 文化の祭典’ 06 ① 2006 ござれ祭り① 17:00

19:00 能登町祭り歳時記① 文化の祭典’ 06 ② 2006 ござれ祭り② 19:00

21:00 能登町祭り歳時記② 文化の祭典’ 06 ③ レッツゴー！まんてん仮面
～秋の夜空を散歩しよう～

21:00

23:00 能登町祭り歳時記③ 文化の祭典’ 06 ④ 24 の瞳が見たオーストラリア
～町中学生海外研修より～

23:00

見所！
昨年、県指定文化財となった「とも旗祭り」を
有線テレビでは生中継しました。その模様を再
編集してお届けします。

2回目となった能登町民文化祭。今年も芸術・
芸能部門ともにたくさんの参加がありました。
芸能部門の模様をたっぷりとお送りします。

能登町最大のイベント「ござれ祭り」。ローカ
ルヒーロー「まんてん仮面」などバラエティ豊
かなラインナップで放送します。

見所！

■ニッポンNavi「みんなで守ろう！疎水の恵み」
疎水とは、昔から農業や生活のために人が切り開いた人工
の川のことです。農家だけでなく、地域住民も参加して農
村環境を守っていこうという取り組みを紹介します。

★文化燦々～柳田短歌会 12月作品～
柳田地区で活動している笹ゆり短歌会とあじさい短歌会の 12 月の作品をお送りします。

★お正月特別企画
「賀正！イチ押し番組まとめてドン！」
昨年 10ch で放送して好評だった番組を、お正月にまとめ
てお送りします！下の表でご確認ください。
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■野村の自由学校「さよならは云わない　シャンソン一筋の道」
60 年にわたり歌手活動を続けるかたわら、後進の育成にも力を注ぐなど、日本のシャンソン界の母と呼ぶにふさわし
い歌手の石井好子さんを招いて、歌に寄せる思いなどを聞きました。

★能登町祭り歳時記④～神道柿八講祭り・鵜川いどり祭り・アエノコト～
能登は「祭りの宝庫」といわれるように、秋から冬にかけても珍しい祭り・伝統行事が行われました。後世に残して
いきたいふるさとの祭り。今回は一年の収穫に感謝する素朴な祭り・奇祭を特集します。

■住宅用火災警報器～火災を防ぐ「あたりまえ」を地域に！～
消防法が改正され、既存住宅では平成 20 年 5月 31 日までに住宅用火災警報器を設置することが義務づけられました。
大切な家族や財産を守るためにも、この番組で火災警報器について知り、設置するときの参考にしてください。
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